
長野県子ども・若者支援総合計画
～子ども・若者の未来の応援～

（概要版）

2018年度（平成30年度）～2022年度

長 野 県







●

●「保育士人材バンク」による潜在保育士の復職支援や保育士の処遇改善等により、
    保育士の確保を行うなど、待機児童ゼロが定着するように取り組みます。

●

● 就業の継続や希望する時期の職場復帰等を支援するため、多様化するニーズに
    応じた保育サービス（地域型保育等）の提供を進めます。

●

・ 早期支援　
　
・ 複合的支援
・ 切れ目ない支援

● 「信州こどもサポート（仮称）」構築
親子まるごと支援を行うため、市町村、県、民間機関が連携して、妊娠期から
子育て期、さらには自立の機会に結び付けるまでの切れ目のない支援体制をつ
くる取組を進めます。

… 地域見守り人材とともに、困難を有する子どもや家庭
    を早期に把握し、早期に支援
… 複合的課題に関係機関が連携して支援
… 情報共有の仕組みづくりを通じ、進学等の段階で途切
    れさせず、自立の機会まで継続支援

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

「家庭の日」や「いい育児の日」を通じ、子育てに対する社会の理解を深めると
ともに、子育てしやすい環境整備を進めます。
固定的な男女の役割分担意識を解消するとともに、子育てや働き方に対する男性
の意識を改革し、男性の家事・育児等への参画を促進します。

企業に対し多様な勤務制度の導入等を働きかけるとともに、働き方改革の推進に
向けた啓発を実施し、個人の状況に応じて働き方が選択でき、男女ともに子育て
と仕事が両立できる職場環境の整備を促進します。

● 職場におけるワークライフバランスや多様な働き方を推進する取組「イクボス・
温かボス」を促進します。

１　子どもを産み、育てやすい環境づくり　－少子化への歯止め－

● 様々な困難や悩みを有する子どもや家庭が増加しています。
● 地域のつながりの希薄化により、子育てに対する助言、協力を得ることが困難な状況も見受け

られます。
● 子どもや子育て家庭の様々な課題を早期に把握し、解決・改善につなげるための相談体制の

充実が必要です。

＜現状と課題＞

● 理想の子どもの数と実際に持つ予定の子どもの数に乖離があります。
● 家庭や子どもを持つことの意義や喜びを考える機会が多いほど、希望子ども数が多い傾向が

あります。
● 家事・育児の負担が女性に偏っています。男性が家事・育児に参画できるような環境整備が

必要です。

＜現状と課題＞

● 女性の社会進出に伴う３歳未満児保育のニーズの高まりや保育士不足などにより、平成29年
10月に３歳未満児の待機児童が生じました。

● 結婚・出産・子育て期にあっても働き続ける女性が増加していますが、仕事を継続できずに退職
する女性もいます。

● より細やかな地域的ニーズに対応する病児・病後児保育などの充実が必要です。

＜現状と課題＞

● 出産・育児期においても希望する仕事を継続できるような環境を整備する必要があります。
● 週労働時間60時間以上の男性就業者の割合は、子育て世代で高い傾向にあります。

＜現状と課題＞

毎月第3日曜日は「家庭の日」、11月第3日曜日は「家族の日」



希望する子育て支援サービス
（上位３つ）（長野県）

生涯未婚率の状況（長野県）

H29子どもと子育て家庭の生活実態調査（長野県）

人口統計資料集（2015年版）（国立社会保障・人口問題研究所）

児童相談所における児童虐待
相談対応件数（長野県）

こども・家庭課調



● いじめに対し、スクールカウンセラーの活用など「チームとしての学校」の組織的な
対応を強化するとともに、いじめが起きにくい学校づくりのための人権教育等を
充実します。

● 不登校児童生徒への支援を組織として対応するため、スクールソーシャルワーカー
等を拡充するとともに、市町村に対し中間教室の充実に向けた助言やフリースクー
ルを運営する民間団体等との情報連携を推進します。

主な取組

● 「長野県子どもを性被害から守るための条例」に基づき、子どもの性被害予防に
ついて学ぶ機会の提供、子どもの相談場所や居場所となる「ひまわりっ子保健室」
の取組などを推進します。

● 子どもの性被害の契機となるインターネットの適正利用を推進するため、研修会、
フォーラムの開催、情報モラルの専門家等を高校・中学校等へ派遣するとともに、
子どもが自ら考え、自ら行動する取組を推進します。

主な取組

● 独自のノウハウを有する民間支援団体と行政の専門機関との積極的な連携による
官民協働の取組を推進します。

● 幼児期からの多様な体験活動等を通して、自尊感情や自己肯定感を育みながら
自己が確立できる環境を整えます。また、若者の就職促進や離職防止を図るため、
キャリア教育・職場体験等の内容充実、職業観の醸成、自己理解やコミュニケー
ション能力の向上を図ります。

主な取組

● 地域内の教育・福祉・医療・保健・労働等の関係機関が連携し、生涯にわたって切れ
目のない支援の充実を図るとともに、児童発達支援センターの設置拡大など、療育
環境の整備を推進します。

● 発達障がい診療の専門医・診療医等の人材育成により、地域における診療・支援
体制の強化を図るとともに、発達障がいを「特性」として捉え、得意を伸ばし、不得意を
ケアする社会づくりを進めます。

主な取組

いじめへの対応 ・ 不登校児童生徒の支援

障がいのある子ども等の支援

子どもを性被害から守る

ニート ・ ひきこもりの支援

0.50%
(2021年度)

指標名 現　状 目　標
新たに不登校となった児童生徒在籍比
（小中学校）

0.59%
(2016年度)

77市町村
(2023年度)

指標名 現　状 目　標
個別支援ノート等の情報共有手段を
活用する市町村数

38市町村
(2016年度)

16,000人
(2018～
2022年度)

指標名 現　状 目　標

子どもの性被害予防のため地域で開催する
研修会への延べ参加人数（累積）

1,972人
(2016年度)

困難を有する子ども・若者支援のための地域
協議会における要支援者の支援完了及び
継続者の割合

現状以上
(2022年度)

指標名 現　状 目　標

81%
(2016年度)

H22 H27 備　　　考

H21 H27 備　　　考

ニート（15～34歳）

ニートの数（長野県） 単位：人

単位：人ひきこもりの数（長野県）

4,859 6,374 国勢調査

ひきこもり 10,700 7,900
若者の生活に関する調査（内閣府）、
若者の意識に関する調査（内閣府）
から推計

児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査（文部科学省）

発達障がいに関する実態調査（教育委員会）

子どもの性被害予防のための研修会の様子

● 全国と比べると、本県の児童生徒1,000人当たりのいじめの認知件数は少ない状況です。
● 県内小中学校の不登校児童生徒在籍比は増加傾向にあります。
● 中間教室（教育支援センター）における学習支援の体制整備や民間施設との綿密な情報連携を

図る必要があります。

＜現状と課題＞

● 保健・医療・福祉・教育等の関係機関の連携促進とライフステージ間の切れ目ない一貫した支援
体制づくりが必要です。

● 発達障がいを有する児童生徒は、年々増加しています。周囲の理解の促進と一人ひとりのニーズ
に応じた支援が必要です。

＜現状と課題＞

● 子どもの性被害関連犯罪は、平成22年以降年間60件を上回っています。子どもの性被害防止
に向け、行政、学校、県民、関係機関等が一体となった施策を推進する必要があります。

● インターネットを介し、子どもが性被害に巻き込まれる事案は急増しています。インターネットの
適正利用の取組を推進する必要があります。

＜現状と課題＞

● 若者のニートは５年で約３割増えています。また、ひきこもりの若者は減少しているものの、依然
として存在しています。

● 将来的なニート・ひきこもりを防ぐため、幼児期や学齢期からの自己形成支援の充実とともに、
若者の就職促進や離職防止を図るため、職業観形成支援等の充実が必要です。

＜現状と課題＞





260園
(2022年度)

指標名 現　状 目　標
信州やまほいく（信州型自然保育）
認定園数

152園
(2017年度)

指標名 現　状 目　標

朝食を欠食する児童生徒の割合
小５　3.2％
中２　5.0％
(2017年度)

現状以下
(2022年度)

体育授業以外における１週間の総運動時間
が60分未満の子どもの割合（中学生女子）

23.6%
(2017年度)

20％以下
(2022年度)

指標名 現　状 目　標
小54.8％ 
中66.7％ 
高59.8％ 

子どものスマートフォン等の
フィルタリングの設定率

現状以上
(2022年度)

(2017年度)

児童生徒の食に関する実態調査（長野県）

朝食を毎日食べる児童生徒の割合（長野県）

インターネットについてのアンケート（心の支援課）

スマートフォンを使用している割合（長野県）

主な取組
● 幼児教育支援センター（仮称）の設置に向けた検討を進め、質の高い幼児教育及び

小学校教育との円滑な接続を実現します。

● 幼児期における多様な経験などが、自尊心、創造力、社会性などの非認知的能力を
育むとともに、その後の学力や運動能力に影響を与えるといった研究結果等から、
幼児教育の重要性への認識が高まっています。

● 自然体験や生活体験等が豊富な子どもほど、自己肯定感や道徳観・正義感が高く
なる傾向があります。

● 質の高い幼児教育を支える人材を育成するため、系統的な研修内容を検討し、実施
します。

● 豊かな自然環境や多様な地域資源を活用し、屋外を中心とする体験活動を積極的
に行う「信州やまほいく（信州型自然保育）」を推進します。

主な取組
● 食育と健康教育の充実、「長野県版運動プログラム」の普及等により、望ましい

食習慣や適度な運動習慣など正しい生活習慣を身に付け、心身の健康の基盤づく
りを推進します。

主な取組
● 「青少年は地域社会から育む」という観点に立ち、将来世代応援県民会議を中心

にオール信州で青少年の非行を生まない社会づくりを推進します。
● 研修会やフォーラム等を通じて、青少年のインターネットの適正利用を推進し

ます。また、青少年が自ら考え、自ら行動する取組を推進します。
● 青少年が、地域に誇りと愛着をもち、地域づくりに積極的に関わることができる

よう、青少年の健全育成に取り組む各種団体と連携し、ボランティア活動や体験
活動への参加を促進します。

● 子どもたちが悩みを気軽に相談できるよう「子ども支援センター」や「学校生活相談
センター」等の相談の場を提供するとともに、若者の悩みに対応するため「思春期
クリニック」等を実施します。

＜現状と課題＞

● 朝食を欠食する子どもや、一人又は子どもだけで朝食を食べている子どもが一定
割合存在し、学年が上がるにつれ増加しています。

● 本県の子どもの体力は、男女とも全国平均並みですが、中学生の女子がやや低い
状況で、運動する子どもとしない子どもの二極化が進んでいます。

● 若者の約７割がストレスを感じています。

＜現状と課題＞

● 県内の非行少年の総数は減少傾向にある一方、再非行者率は横ばいの傾向にあり
ます。

● 県内の児童生徒のインターネット利用時間は長くなっており、保護者の想像する
利用時間を上回っています。また、10代､20代の若者はネット依存の傾向が高い
状況にあります。

● 少子化に伴い地域の担い手となる若者が減少し、ボランティア活動や地域活動などに
参加する青少年の割合も少ない状況です。

＜現状と課題＞


